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宮
崎
県
乾
し
い
た
け
品
評
会

来
年
こ
そ
総
合
優
勝
を
！

　

平
成
４
年
か
ら
６
年
に
か
け
て
３
連

覇
し
て
以
来
、
優
勝
に
遠
ざ
か
っ
て
い

る
本
村
。
平
成
７
年
以
降
は
２
位
が
10

回
、
３
位
が
２
回
と
連
続
し
て
３
位
入

賞
は
果
た
し
て
い
る
も
の
の
わ
ず
か
の

差
で
優
勝
を
逃
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
個
人
で
は
袋
物
の
部
「
香こ

う

菇こ

」
で
椎
葉
光
吉
さ
ん
（
桑
ノ
木
原
）

が
優
等
賞
・
林
野
庁
長
官
賞
、
同
部
門

で
中
竹
数
夫
さ
ん
（
栗
ノ
尾
）
が
優
等

賞
・
県
知
事
賞
、
ま
た
同
「
茶ち

ゃ

花ば
な

冬ど
ん

菇こ

」

で
甲
斐
満
さ
ん
（
向
山
日
添
）
が
優
等

賞
・
県
知
事
賞
と
３
人
が
部
門
最
高
位

を
獲
得
。
全
国
屈
指
の
産
地
で
も
あ
る

本
県
に
お
い
て
、
椎
葉
産
し
い
た
け
の

品
質
の
高
さ
を
証
明
し
ま
し
た
。
来
年

こ
そ
は
入
賞
点
数
を
さ
ら
に
増
や
し
総

合
優
勝
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

宮
崎
県
乾
し
い
た
け
品
評
会

第51回 最
高
位
優
等
を
３
部
門
で
獲
得
も

本
村
は
惜
し
く
も
団
体
総
合
２
位

　

６
月
６
日
、
宮
崎
市
で
第
51
回
宮
崎
県
乾
し
い
た
け
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
品
評
会
に
は
県
内
の
生
産
農
家
か
ら
７
２
５
点
、
本
村
か
ら
１
９
９
点
を
出

品
。
審
査
の
結
果
、
団
体
総
合
の
部
で
優
勝
し
た
諸
塚
村
に
次
ぐ
第
２
位
と
な
り
ま

し
た
。

◎
袋
物
の
部
「
香
菇
」
優
等

　

椎
葉　

光
吉 

さ
ん

（
桑
ノ
木
原
・
写
真
右
）

家
族
の
協
力
で
受
賞
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
注
意
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

◎
袋
物
の
部
「
香
菇
」
優
等

　

中
竹　

数
夫 
さ
ん

（
栗
ノ
尾
・
写
真
左
）

大
変
厳
し
い
年
で
し
た
が
、
家
族

の
力
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
品
質
の
向
上
を
目
指
し
若
い
者

と
共
に
頑
張
り
ま
す
。

◎
袋
物
の
部「
茶
花
冬
菇
」優
等

　

甲
斐　

満 

さ
ん

（
向
山
日
添
・
写
真
中
）

研
修
や
各
種
品
評
会
に
参
加
し
た

こ
と
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
関

係
者
の
方
々
の
お
か
げ
だ
と
大
変

喜
ん
で
い
ま
す
。

優等賞受賞者「喜びのコメント」
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県乾しいたけ品評会と今後の取り組み
　昨年、僅差（８点）で団体の部２位に甘んじたことで、今年こそはと関
係者一丸となって取り組んできました。大変厳しい気象条件の中で、出
品いただいた生産者の皆様に感謝申し上げますと共にご協力いただいた
関係機関にお礼を申し上げます。
　さて、結果については袋物では諸塚を上回る成績であったものの、箱
物で諸塚、五ヶ瀬に大きく差をあけられ、トータルで諸塚に完敗すると
いう結果となりました。しかし、その中でも袋物の部で３人の方が優等
を得たことで、椎葉椎茸の面目は保たれたものと思っています。品評会
入賞の品種を見ますと、菌興系70％、森系30％という現状です。その菌
興系のうち、80％が115号の品種になります。村内の植菌比率は菌興系
30％、森系70％、諸塚村では菌興系40％、森系60％、五ヶ瀬町では菌興
系50％、森系50％と推測されます。
　現在の椎茸栽培で求められていることは、①やる気（意識の改革）　　
②ホタ木（柔らかい完熟ホタ木作り）　③原基（適度の散水）　④管理（ビ
ニール、袋がけの徹底）
　品評会がすべてとは言いませんが、自分でやる気を出し、品種（適地

適作）選定し、最低３万個を接種し、適期作業に心がけ、11月下旬〜２月末までに良質の椎茸を大箱
を目標に採取し、品評会入札で所得向上に努めていただきたいと思います。村内３地区の団地、補助
事業で導入したハウスでの栽培で一部有効利用されず、結果が十分に出てないところも見受けられま
す。生産者それぞれが高い栽培技術を持っておられますので、今一度作る椎茸栽培を見直してほしい
ものです。流通においては自然物が見直されつつあります。露地栽培にとっては、本村の気象条件は
厳しい所もありますが、やろうと思えば生産者の皆さんに出来ることと思います。最後に部会員を始
め、生産者の皆様の意識改革を期待しながら、部会活動にご理解いただき、積極的なご参加をお願い
いたします。

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

椎葉村椎茸部会

中瀬　裕 会長
（竹ノ枝尾日当）

第51回宮崎県乾しいたけ品評会結果
団体成績

順位 市町村名 出品数
得　　点

計
昨年成績

７００g 箱物 得点 順位
１ 諸 塚 村 １６４ １１３ １２８ ２４１ １９４ １
２ 椎 葉 村 １９９ １２２ ３５ １５７ １８６ ２
３ 五ヶ瀬町 １０４ ２６ １２４ １５０ １２８ ３
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平成18年　椎茸入札平均単価の推移（ＪＡ日向椎葉支店扱い）　※１kgあたり

入賞点数内訳

市町村名
７００ｇの部 箱物の部

優等 １等 ２等 ３等 佳作 優等 １等 ２等 ３等 佳作
諸 塚 村 ２ ４ ６ １５ １９ １ ５ １１ １４ １８
椎 葉 村 ３ ４ ７ １５ １６ ０ ０ １ １０ １１
五ヶ瀬町 ０ ０ １ ５ １２ ３ ４ １２ ８ １２
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６
月
１
日
、
秋
田
県
で
行
わ
れ
た
第

24
回
土
砂
災
害
防
止
推
進
の
集
い
全
国

大
会
に
お
い
て
、
本
村
消
防
団
が
土
砂

災
害
防
止
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
土
砂
災
害
防
止

の
推
進
と
防
災
に
対
す
る
意
識
高
揚
を

図
る
た
め
に
国
土
交
通
省
が
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

開
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
表
彰
式

で
は
、
昨
年
の
台
風
災
害
直
後
か
ら
延

べ
15
日
間
に
わ
た
り
、
被
災
者
救
助
や

復
旧
の
た
め
の
応
急
活
動
に
尽
力
し
た

本
村
消
防
団
を
功
労
者
と
し
て
紹
介
。

代
表
で
出
席
し
た
尾
前
満
団
長
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。消
防
団
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
さ

ら
に
防
災
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

全
国
土
砂
災
害
防
止
功
労

　

国
土
交
通
大
臣
表
彰

椎
葉
村
消
防
団

　

６
月
16
日
、
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
第
45
回
椎
葉
村
漁
業
協
同
組
合

通
常
総
会
に
お
い
て
、
本
村
水
産
業
、

漁
業
協
同
組
合
の
取
り
組
み
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
椎
葉
信
雄
氏
（
上
椎
葉

中
１
）
に
対
し
同
漁
協
よ
り
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
昭

和
46
年
の
養
魚
場
開
設
以
来
、
漁
協
の

放
流
事
業
時
に
魚
を
無
償
提
供
す
る
な

ど
、
河
川
環
境
の
保
護
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
の
台
風
災
害
で
は
養

魚
場
が
大
き
な
被
害
を
受
け
経
営
を
断

念
。
総
会
に
出
席
し
た
村
長
は
、
長
年

の
経
験
と
知
識
を
生
か
し
て
今
後
も
ご

指
導
い
た
だ
き
た
い
と
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。
長
い
間
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。

長
年
の
貢
献
に
感
謝
状

椎
葉
信
雄
氏
（
72
歳
）

　

６
月
22
日
、
役
場
村
長
室
で
本
村
自

衛
隊
募
集
相
談
員
、椎
葉
英
章
さ
ん（
佐

礼
住
宅
）
と
松
岡
憲
三
郎
さ
ん
（
岩
屋

戸
中
）
に
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
衛
隊
宮
崎
地
方
連
絡
部
担
当

者
と
村
自
衛
隊
父
兄
会
、
椎
葉
浄
信
会

長
の
同
席
の
も
と
、
椎
葉
征
雄
助
役
か

ら
お
二
人
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
今
年
６
月
１
日
か
ら
２
年
間

で
、今
後
本
村
の
自
衛
官
募
集
に
関
す
る

相
談
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
へ

　

委
嘱
状
を
交
付

　

６
月
26
日
の
仲
塔
地
区
を
皮
切
り
に
、

村
内
全
地
区
で
延
べ
５
日
間
か
け
て
地
域

づ
く
り
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。同
懇

談
会
に
は
村
長
を
は
じ
め
村
行
政
管
理

職
、県
出
先
機
関
、Ｊ
Ａ
、森
林
組
合
、商
工

会
な
ど
各
分
野
の
代
表
者
が
出
席
。村
民

か
ら
の
意
見
や
要
望
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
で
は
、
２
年
連
続
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
台
風
災
害
関
連

の
意
見
が
ど
の
地
区
で
も
多
数
出
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
ら
貴
重
な
村
民
の
声
は
、

関
係
団
体
一
体
と
な
っ
て
今
後
の
村
政

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

村
内
全
地
区
で

　

地
域
づ
く
り
懇
談
会
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地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
営
農
に
期
待

尾
向
地
区
営
農
団
地
竣
工
式

　

６
月
21
日
、
向
山
日
添
地
区
で
尾
向

地
区
営
農
団
地
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
団
地
は
、
Ｊ
Ａ
日
向
が
経
営

構
造
対
策
事
業
と
し
て
国
県
村
の
補

助
を
受
け
て
建
設
し
た
も
の
で
、
日

照
時
間
を
調
整
で
き
る
高
性
能
の
装

置
な
ど
を
備
え
た
最
新
型
ハ
ウ
ス
10
棟

（
４
８
７
３
．５
㎡
）
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
竣
工
式
に
は
Ｊ
Ａ
や
県
村
の
農
業

関
係
者
、
同
団
地
で
営
農
を
行
う
受
益

者
６
人
も
出
席
。神
事
や
種
ま
き
の
儀
、

祝
賀
会
を
行
っ
た
ほ
か
、
地
元
住
民
が

手
作
り
の
流
し
ソ
ー
メ
ン
を
振
る
舞
う

な
ど
し
て
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。

　

村
は
こ
の
団
地
が
標
高
１
０
０
０
ｍ

を
超
え
る
場
所
で
真
夏
で
も
気
温
20
度

台
と
い
う
冷
涼
な
気
象
条
件
を
生
か

し
、
九
州
で
は
冬
に
し
か
生
産
で
き
な

い
作
物
を
夏
に
生
産
で
き
る
な
ど
特
色

あ
る
営
農
に
よ
り
生
産
拡
大
と
所
得
向

上
が
図
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
受

益
者
の
１
人
、椎
葉
祐
作
さ
ん
（
20
歳
、

向
山
日
添
）
は
「
良
質
な
農
産
物
の
生

産
と
個
々
の
経
営
安
定
を
目
指
し
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
代

表
で
決
意
発
表
し
ま
し
た
。

▲標高1000ｍの場所に建設された営農団地。

▲施設の機能が充実しているハウス内部。

新
保
険
証
の
送
付
に
つ
い
て

　

現
在
、
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
は
、
今
年
７
月
31
日
ま
で
が

有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
有
効
期

限　

平
成
19
年
７
月
31
日
）
を
各
世
帯

主
あ
て
（
世
帯
主
が
社
会
保
険
等
の
他

保
険
者
で
も
同
様
）
に
７
月
下
旬
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
誤
っ
て
捨
て
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。　

※
封
書
に
は
親
展
・
重
要
と
表
示
。

　

１
通
に
３
人
分
ま
で
入
っ
て
い
て
、

切
り
取
り
線
に
し
た
が
っ
て
丁
寧
に
切

る
と
保
険
証
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
枚
ず
つ
は
が
し
て
個
々
で
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
届
か
な
い
方
や

家
族
の
分
で
不
足
し
て
い
る
方
、
さ
ら

に
記
載
事
実
の
誤
り
（
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
住
所
）
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
手
数
で
す
が
国
保
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

旧
保
険
証
の
回
収
に
つ
い
て

　

役
場
税
務
住
民
課
国
保
係
に
て
回
収

を
行
い
ま
す
の
で
、
左
記
期
日
ま
で
に

各
組
合
長
さ
ん
へ
ご
提
出
い
た
だ
き
、

ま
た
各
組
合
長
さ
ん
に
お
い
て
は
、
左

記
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
組
合
長
さ
ん
へ
の
提
出
期
限

　

平
成
18
年
８
月
21
日
（
月
）

■
村
税
務
住
民
課
国
保
係
へ
の
提
出
期
限

　

平
成
18
年
８
月
28
日
（
月
）

■
留
意
点

①
昨
年
は
70
名
の
方
が
保
険
証
を
紛
失

し
て
い
ま
す
。
悪
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
管
理
及
び
取
り
扱
い
に
十

分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
８
月
１
日
以
降
に
旧
保
険
証
を
医
療

機
関
（
病
院
・
薬
局
等
）
へ
提
示
さ
れ

て
も
、
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
の
で
、

全
額
負
担
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
８
月
１
日
以
降
は
、
必
ず
新
保

険
証
で
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

村
税
務
住
民
課　

国
民
健
康
保
険
係

　
（
☎
６
７

－

３
２
０
５
）

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」が

８
月
１
日
に
切
り
替
わ
り
ま
す
！

Shiiba Village News
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村
国
民
健
康
保
険
病
院
の

　

新
し
い
先
生
を
紹
介
し
ま
す
！

■
年
齢　

29
歳
（
８
月
で
30
歳
に
な
り

ま
す
）

■
趣
味　

焼
酎
・
焼
き
鳥
・
お
笑
い
・

格
闘
技
観
戦
・
ゴ
ル
フ

■
ひ
と
こ
と　

は
じ
め
ま
し
て
。
６
月

１
日
か
ら
整
形
外
科
を
担
当
し
て
い
ま

す
井
ノ
口
崇
と
申
し
ま
す
。
焼
酎
（
お

湯
割
り
）
と
地
鶏
、猪
肉
が
好
物
で
す
。

元
阪
神
の
伊
良
部
秀
樹
投
手
に
似
て
い

る
の
で
、
見
か
け
た
ら
「
い
ら
ぶ
先
生

〜
」
と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
毎
日

き
つ
そ
う
に
（
颯
爽
と
）
動
き
回
る
、

体
格
の
良
い
（
健
康
的
な
）
看
護
師
さ

ん
に
囲
ま
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

副
院
長　

整
形
外
科

井
ノ
口　

崇 
先
生

■
年
齢　

26
歳

■
趣
味　

テ
ニ
ス

■
ひ
と
こ
と　

６
月
１
日
よ
り
、
椎
葉

村
国
民
健
康
保
険
病
院
で
働
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
永
山
学
と
申
し
ま
す
。
主

に
内
科
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

出
身
地
は
宮
崎
市
で
す
が
、
椎
葉
に
は

大
学
に
入
っ
て
以
来
、
何
度
も
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
長　

内
科永

山　

学 

先
生

Shiiba Topics

　
「
庭
の
山
椒
の
木
、
鳴
る
鈴
か
け
て

よ
」
と
始
ま
る
ひ
え
つ
き
節
は
日
本
の

代
表
的
民
謡
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
椎
葉
で
は
山
深
い
里
の
労

働
歌
と
し
て
、
ま
た
鶴
富
姫
と
那
須
大

八
郎
の
悲
恋
物
語
と
し
て
古
く
か
ら
唄

い
つ
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
優
れ
た
民
謡
の
伝
承
と
伝
播
を
図

る
た
め
、
第
20
回『
ひ
え
つ
き
節
』日
本
一

大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
主
催　
「
ひ
え
つ
き
節
」
日
本
一
大

会
実
行
委
員
会

■
期
日　

①
予
選
大
会　

平
成
18
年
９
月
９
日

（
土
）　

受
付
午
前
８
時
〜

②
決
勝
大
会  

平
成
18
年
９
月
10
日

（
日
）　

受
付
午
前
８
時
〜

■
会
場　

椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー（
予
定
）

■
参
加
資
格　

年
齢
・
性
別
・
会
派
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
プ
ロ
で
な
く
レ
コ
ー

ド
会
社
と
契
約
し
て
い
な
い
方
。

■
審
査
部
門

①
正
調
の
部　

②
一
般
の
部　

③
少
年

少
女
の
部
（
中
学
生
以
下
）

■
申
込
料　

出
場
者
１
人
２
，０
０
０
円

（
予
選
時
の
昼
食
代
含
）
を
申
込
時
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
な
お
、
決
勝
大

会
進
出
者
は
、
当
日
別
途
１
，０
０
０
円

（
昼
食
代
含
）
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
せ
先　

所
定
の
申
込

用
紙
に
正
確
に
記
入
し
て
次
の
と
こ
ろ

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
８
８
３

－

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
下
福
良

１
７
４
７
番
地
２
０

椎
葉
村
役
場　

企
画
観
光
課
内

「
ひ
え
つ
き
節
」
日
本
一
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
（
☎
６
７

－

３
２
０
３
）

■
申
込
締
切
日　

平
成
18
年
８
月
11
日

（
金
）

※
締
切
日
以
降
の
申
し
込
み
は
受
け
付

け
い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、出
場
順
は
、

事
務
局
で
決
定
し
ま
す
。

第
20
回

「
ひ
え
つ
き
節
」

日
本
一
大
会
の

参
加
者
募
集
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椎葉
晃充
村長の

６月
の
動き

１日　ＮＨＫ宮崎放送局番組収録

　　　（宮崎市）

２日　市町村振興協会理事会

　　　（宮崎市）

４日　追手納集会センター落成式

　　　（追手納）

５日　椎葉・矢部・砥用線整備促進期

　　　成同盟会総会（熊本県美里町）

６日　県椎茸品評会（宮崎市）

　　　県治山林道協会総会（宮崎市）

７日　知事要望（宮崎市）

８日　庁議（役場）

　　　すこやか出生祝い金

　　　平家まつり実行委員会（役場）

10日　延岡地区村人会（延岡市）

14日　６月定例議会（〜 15日）

19日　国会陳情（東京都）

20日　政務調査

21日　尾向地区営農団地竣工式

30日　全国過疎連盟理事会総会

　　　（東京都）

▲尾向地区営農団地竣工式（21日）

　

６
月
25
日
、
村
体
育
館
で
第
25
回
体
力
づ
く
り
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
夏
の
恒
例
行

事
と
な
っ
た
同
大
会
に
は
、
各
地
区
か
ら
男
子
10
チ
ー

ム
、
女
子
７
チ
ー
ム
が
参
加
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

男
子
決
勝
で
は
、
平
家
チ
ー
ム
（
上
椎
葉
）
が
松
尾

公
民
館
Ａ
を
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
、
逆
転
で
破
り
２
年
ぶ

り
の
優
勝
。
女
子
も
上
椎
葉
婦
人
会
が
２
年
ぶ
り
の
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

■
大
会
成
績

　
【
男
子
の
部
】

　
　

優　

勝　

平
家

　
　

準
優
勝　

松
尾
公
民
館
Ａ

　
【
女
子
の
部
】

　
　

優　

勝　

上
椎
葉
婦
人
会

　
　

準
優
勝　

尾
向
ド
リ
ー
ム

第
25
回　
体
力
づ
く
り

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▲女子優勝の上椎葉婦人会チーム ▲男子優勝の平家チーム

　

騎
馬
武
者
の
勇
壮
な
鎧
・
華
や
い
だ
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
武
者
行
列
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
内
容　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
大
和
絵
巻
武
者
行
列
に
参
加
（
復
路
の
み
）

　

※
参
加
時
間　

両
日
と
も
12
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
予
定
）

■
募
集
人
員　
『
大
八
郎
』
２
名　
　
『
鶴
富
姫
』
２
名

　

※
11
月
11
日（
土
）〜
12
日（
日
）男
女
各
１
名

■
応
募
資
格　

村
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る
３
年
生
ま
た
は

　

４
年
生
の
児
童

　

※
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

■
応
募
方
法　

企
画
観
光
課
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、役
場
企
画
観
光
課
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

平
成
18
年
７
月
31
日（
月
）

■
選
考
方
法　

ま
つ
り
実
行
委
員
の
抽
選
に
よ
り
選
考
。

■
そ
の
他　

参
加
時
間
中
は
保
護
者
（
１
名
）
の
同
伴
が
必

　

要
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

村
企
画
観
光
課　

地
域
振
興
係
（
☎
６
７

－

３
２
０
３
）

「
椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
０
６
」

　

子
ど
も
大
八
郎
・
子
ど
も
鶴
富
姫
を

　
　
　
　
　
　
　
　

 

募
集
し
ま
す
！
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脱
水
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

椎
葉
に
も
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
知
ら
な

い
う
ち
に
汗
を
か
き
、
身
体
が
水
分
不
足
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
水
分
不
足
と
関
係
の
深
い
、『
脱
水
症
』
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

で
す
。

　

熱
を
作
り
出
す
量
が
多
く
、汗
で
水
分
が

多
く
失
わ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
身
体
か
ら
出

て
行
く
水
分
が
多
く
、脱
水
症
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。こ
の
時
期
に
な
る
と
、炎
天
下

の
車
の
中
に
乳
幼
児
が
置
き
去
り
に
さ
れ
、

脱
水
症
で
死
亡
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
聞

き
ま
す
の
で
、保
護
者
は
十
分
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

１
日
に
必
要
な
水
分
量
は
、体
重（
㎏
）×

100
㎖
を
目
安
に
考
え
て
下
さ
い
。予
防
的
な

水
分
摂
取
で
は
イ
オ
ン
飲
料（
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ

ト
・
ア
ク
エ
リ
ア
ス
な
ど
）は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。虫
歯
や
肥
満
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、

水
や
お
茶
で
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

《
成
人
》

　

体
の
水
分
量
は
、体
重
の
55
〜
60
％
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
仕
事
で
た
く
さ
ん
汗
を
か
い

て
も
、十
分
な
水
分
補
給
が
で
き
て
い
な
い

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

１
日
に
必
要
な
水
分
量
は
、体
重（
㎏
）×

50
㎖
で
す
が
、そ
の
う
ち
約
半
分
は
食
事
か

ら
摂
取
で
き
ま
す
。

《
高
齢
者
》

　

体
の
水
分
量
は
、体
重
の
50
〜
55
％
で
す
。

　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
っ
た
り
、

ト
イ
レ
に
行
く
回
数
を
気
に
し
て
、あ
ま
り

水
分
を
摂
ら
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。歳

を
と
る
と
と
も
に
体
の
水
分
量
は
少
な
く
な

り
ま
す
。も
と
も
と
体
の
水
分
量
が
少
な
い

の
に
、摂
取
す
る
水
分
量
も
少
な
い
た
め
、脱

水
症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。水
分
が
不

足
す
る
と
、血
液
が
濃
く
な
っ
て
血
管
が
つ
ま

り
、脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
く

な
る
の
で
、特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

１
日
に
必
要
な
水
分
量
は
、約
１
．３
Ｌ

で
、食
事
以
外
に
こ
れ
だ
け
の
水
分
が
必
要

で
す
。

　

次
に
、脱
水
症
の
サ
イ
ン
を
紹
介
し
ま

す
。次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

口
の
渇
き
、頭
痛
、吐
き
気
、め
ま
い
、

皮
膚
の
乾
燥（
わ
き
の
下
が
乾
い
た
ら
要

注
意
！
）、体
温
上
昇
、倦
怠
感
、目
が
く

ぼ
む
、尿
が
減
る
な
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、水

分
補
給
を
す
る
な
ど
の
早
め
の
対
処
が
必

要
で
す
。し
か
し
、水
は
急
に
が
ぶ
飲
み
せ

ず
、ゆ
っ
く
り
か
む
よ
う
に
飲
み
ま
す
。ま

ず
、コ
ッ
プ
１
、２
杯
飲
ん
だ
ら
、10
〜
15

分
ほ
ど
間
隔
を
あ
け
て
、ま
だ
口
が
渇
く

よ
う
で
あ
れ
ば
、ま
た
飲
む
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
積
極
的
に
水
分
を
摂
取
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
重
症
に
陥
る
前

に
、早
め
早
め
に
水
分
を
補
給
し
、こ
の

夏
も
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

 

■
健
康
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
及
び

ご
相
談
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
館
」
保
健

予
防
係
（
☎
６
８
‐
７
５
１
０
）
ま
で

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

健　康
だより

　

脱
水
症
と
は
、
身
体
の
水
分
が
不
足

し
、体
内
の
水
・
電
解
質
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
こ
と
で
、特
に
乳
幼
児
・
高
齢
者
が
な

り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
初
め
に
、乳
幼
児
・
成
人
・
高
齢
者

の
脱
水
症
に
な
る
原
因
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

《
乳
幼
児
》

　

体
の
水
分
量
は
、
体
重
の
65
〜
70
％

村
福
祉
保
健
課　

保
健
師　

日
與
川　

瑠
美
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Kiaora
■椎葉村外国語指導助手

Ana　Dwyer
アナ　ドゥワヤー
（ニュージーランド出身）

Summer in Shiiba Village
  Wednesday morning was not unlike any other except when I opened my front door. I was pounded by an enormous 
spider the size of my out spread hand, whom must have been resting on top of my door. As I opened my door he lost his 
balance (I'm guessing it was not a planned attack) and he landed on my head! I then screamed and  I don't know who got 
a bigger fright! Me or the huge hairy spider!
  He made a quick get away, alas it was into my house! scaling the front step (which must have been like Mt Everest to 
him) in one jump he disappeared without a trace (to my horror). If I had hunted him out I would have been late for school. 
So far I have failed to find him. I'm sure he will turn up again and when I least expect it.
  I love heights! I can climb anything. But I am not a big fan of insects with lots of legs. Unfortunately their appears to be 
an abundance of them in Shiiba. Beatles are fine. In fact I love the big beatles, they are truly amazing. But centipedes and 
spiders! ’gAhhhhhhhhhhhh!’ They are really scary. We don’t have any big spiders in New Zealand or centipedes. So this is 
all new for me.
  One teacher whom I wont name spontaneously introduced me to the 'House centipede' (Gejigeji) in the library during 
cleaning time. I mistook it for the stinging variety and freaked! Screamed and ran!(kind of like my first 'Kids Eikaiwa' class, 
the little ones took one look at this big red-head foreigner and ran!) Little did I know that Gejigeji are quite harmless! Just 
like me.
(To Be Continued)

  Julys Trivia:
  July was renamed for Julius Caesar, who was born in that month.
  In old Japanese calendar, the month is called fumi zuki.
   July's flower is the water lily or larkspur.
   July's birthstone is the ruby.
   July in the Northern Hemisphere is the seasonal equivalent to January in the Southern Hemisphere and vice versa

和訳：寺原ひろみさん（上椎葉出身）

椎葉での夏のできごと
　その日私が玄関のドアを開けるまでは、いつもと変わりない水曜の朝でした。ドアの上に手のひらほどの大きさのクモ
みたいな生き物がいたようです。私がドアを開けたのでバランスを崩し（わざとじゃなかったと思いますが）私の頭に着
地したのです！私は大声で叫びました。きっとその生き物の方がもっとびっくりしたのでしょうが！
　その生き物はすばやく逃げ、ああ何ということでしょう！家の中へと入っていったのです。玄関の段差（彼にとっては
エベレストみたいに高かったでしょう）を飛び越えたかと思うと恐ろしいことにもう、跡形もなく姿を消していました。
学校へ遅刻するのでそのクモみたいな生物をそれ以上探すことはできませんでした。まだ今も見つけることができないま
まです。きっとまた私が思いもしない時に姿を現すでしょう。
　私は高いところが大好きです！どんな岩山にも登ることができます。でも足のたくさんついた虫は苦手です。不運にも
椎葉では昆虫が大量に現れます。カブトムシは大丈夫です。実際私は大きなカブトムシはすごいと思うし、大好きです。
でも、ムカデやクモは・・・ぎゃ〜！！！彼らはほんっとうに恐ろしいのです。ニュージーランドには大きいクモやムカ
デはいないので私にとってすべてが初めての経験です。
　掃除の時間に中学校の先生が、私が遭遇した虫がゲジゲジであると図書室で教えてくれました。それまで私はその虫は
刺すものだと勘違いしていて不安でした。図書室の本でそれを確認したときは叫びながら走り回りました（初めての子供
英会話教室のように。子どもたちはこの背の高い赤毛の外国人を見て走り回りました。）。私はそれまでゲジゲジが無害（ま
るで私のように！）だなんて少しも知りませんでした。

（次の８月号ではニュージーランドのある町で行われる虫についての変わったお祭りについてご紹介します。）

７月のトリビア：
　７月の“July”とはその月生まれのジュリアスシーザーにちなんで名づけられました。日本の旧
暦では ｢文月｣ と呼びます。
　７月の花はスイレンとヒエンソウ。
　７月の誕生石はルビー。
　北半球の７月は季節的に南半球の１月に対応し、逆に北半球の１月が南半球の７月に対応しています。
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鬼
子
ど
も
を
追
い
払
っ
た
乙お
と
づ
る鶴
は
、
山や
ま
う
ば姥
に
教

え
ら
れ
た
よ
う
に
、
谷
を
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン

下
っ
て
い
っ
た
。
下
っ
て
行
っ
た
ら
、
と
あ
る
む

ら
に
出
た
。
乙
鶴
は
、
山
姥
か
ら
「
村
に
着
い
た

ら
長
者
殿
の
屋
敷
を
探
し
て
、
そ
こ
で
雇や
と

う
て
貰も
ら

え
」
と
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
早さ
っ

速そ
く

、
長
者
屋
敷
を
探
し
た
。
長
者
屋
敷
は
、
す
ぐ

に
見
付
か
っ
た
。
乙
鶴
は
山
姥
が
言
う
て
聞
か
せ

た
通
り
に
、
長
者
殿ど
ん

に
、「
何
で
も
し
ま
す
か
ら
、

使
う
て
賜
う
れ
」
と
言
う
て
お
願
い
を
し
た
。
す

る
と
長
者
殿
は
、「 

ち
ょ
う
ど
今
、
手
が
足
り
ん

で
困
っ
て
お
っ
た
と
こ
ろ
じ
ゃ
が
。
え
え
塩あ
ん
ば
い梅

じ
ゃ
。
お
前
は
、
箒は
わ

き
掃
除
や
ら
、
洗
濯
、
風
呂

沸
か
し
を
せ
い
。
お
前
の
寝
る
所
は
、
馬ま

や屋
の
隅

に
一
部
屋
あ
る
。」
そ
う
言
う
て
長
者
殿
は
、
乙

鶴
を
部
屋
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら
の
乙

鶴
は
、
朝
早
く
か
ら
、
晩
遅
く
ま
で
、
一
生
懸

命
、
働
い
た
。
箒
き
掃
除
も
励
ん
だ
し
、
大
け
な

釜
や
煤す
す

け
た
ヘ
グ
ロ
（
７
）
も
構か
ま

わ
ず
洗
う
し
、

風
呂
沸
か
し
も
長
者
殿
の
家
族
や
、
大
勢
の
下

男
・
女
中
の
た
め
に
灰
ま
み
れ
に
な
っ
て
沸
か
し

た
の
で
、
皆み
ん
な

か
ら
、
灰
娘
と
呼
ば
れ
ち
ょ
っ
た
。

そ
う
し
て
半
年
ほ
ど
過
ぎ
て
、
ム
ラ
の
氏
神
様
の

お
祭
り
の
日
が
き
た
。
氏
神
様
の
お
祭
り
の
と
き

に
ゃ
、
下
男
も
女
中
も
仕
事
を
休
ん
で
、
皆
で
お

詣
り
に
行
く
こ
と
に
な
っ
ち
ょ
っ
た
。
姉
さ
ん
女

中
ど
も
が
、「
灰
娘
よ
。
お
前
も
己わ
し

ら
と
い
っ
し
ょ

に
、
お
祭
り
に
行
か
ん
か
」、
ち
て
言
う
誘
う
て

く
れ
た
け
れ
ど
も
が
、
乙
鶴
は
己
ゃ
あ
、
ま
だ
仕

事
が
余
計
に
残
っ
ち
ょ
る
か
ら
、
そ
の
仕
事
を
済す

ま
し
て
、
暇ひ
ま

が
あ
っ
た
ら
お
祭
り
に
行
か
し
て
も

ら
う
か
も
し
れ
ん
」
ち
て
言
う
て
、
後
に
残
っ

た
。
じ
ゃ
が
、
乙
鶴
は
、
己
も
、
お
父と
う

が
元
気
な

よ
う
に
、
乙
鶴
も
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
拝

ん
で
来
に
ゃ
な
ら
ん
、
ち
て
思
う
て
、
急
い
で
箒

き
掃
除
か
ら
洗
濯
、
風
呂
沸
か
し
を
済
ま
し
て
、

そ
れ
か
ら
風
呂
に
入
っ
て
綺
麗
に
体
を
濯す
す

い
で
か

ら
、
山
姥
か
ら
貰
う
た
葛つ
づ
ら籠
カ
ゴ
を
取
り
出
し

て
、
山
姥
が
言
う
た
通
り
、「
奇き
れ
い麗
な
着
物
が
欲

し
い
。
帯
も
欲
し
い
。
草ぞ
う
り履
も
欲
し
い
。
お
化
粧

道
具
も
欲
し
い
」
ち
て
言
う
て
、
葛
籠
カ
ゴ
を
三

遍べ
ん
た
た叩
い
た
。
そ
し
た
り
ゃ
あ
、
見
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
着
物
や
帯
や
ら
が
、い
っ
ぱ
い
出
て
き
た
。

乙
鶴
は
、
そ
の
着
物
を
着
て
、
お
化
粧
を
し
て
、

お
祭
り
に
出
掛
け
て
行
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
様

子
を
、
長
者
殿
の
若わ
か

息む
す

子こ

が
、
チ
ラ
ッ
と
見
て
し

も
う
た
。「
あ
の
娘
は
、
い
つ
も
風
呂
沸
か
し
で
、

灰
を
被か
ぶ

っ
て
お
る
灰
娘
じ
ゃ
が
、
見
た
こ
と
も
な

い
よ
う
な
、
よ
か
女お
な
ご子
に
な
っ
ち
ょ
る
」
ち
て 

、

一
目
ぼ
れ
。
そ
の
ま
ん
ま
、寝
込
う
で
し
も
う
た
。

そ
れ
と
は
知
ら
な
い
乙
鶴
は
、
お
祭
り
に
出
て
行

た
。
そ
う
し
て
、
一
の
鳥
居
の
所
ま
で
行
た
と
こ

ろ
で
、
手
を
合
わ
せ
て
「
お
父
が
元
気
で
お
り
ま

す
よ
う
に
。
乙
鶴
に
も
、
え
ぇ
運
が
向
い
て
来
ま

す
よ
う
に
」
ち
て
、
氏
神
様
に
お
願
い
を
し
た
。

お
祭
り
に
集
ま
っ
て
お
っ
た
者
が
、
そ
の
様
子
を

見
て
お
っ
て
「
あ
り
ゃ
見
た
こ
と
も 

ね
ぇ 

女
子

じ
ゃ
が
、ど
こ
の
子
供
じ
ゃ
ろ
。
日
照
り
神
（
８
）

の
ご
と
あ
る
、
え
ぇ
女
子
じ
ゃ
が
」 

ち
て 

言
う

ち
ょ
っ
た
。
お
詣
り
に
行
っ
た
乙
鶴
は
、
す
ぐ
に

長
者
屋
敷
に
戻も
ど

っ
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
仕

事
着
に
着
替
え
て
、
せ
っ
せ
と 

働
い
ち
ょ
っ
た
。

お
祭
り
に
行
っ
て
お
っ
た
姉
さ
ん
女
中
や
ら
、
下

男
達
が
戻
っ
て
き
て
、「
灰
娘
よ
。
お
前
、
氏
神

様
の
お
祭
り
に
行
て
み
り
ゃ
あ
よ
か
っ
た
と
じ
ゃ

が
。
見
た
こ
と
も
ね
ぇ
日
照
り
神
が
、
お
祭
り
に

来
て
お
っ
た
ぞ
。」
そ
う
し
た
姉
さ
ん
女
中
た
ち

や
下
男
た
ち
の
騒
ぎ
を
よ
そ
に
、
長
者
殿
の
若
息

子
の
病
気
は
だ
ん
だ
ん
重
く
な
っ
て
し
も
う
た
。

何
も
知
ら
ん
長
者
殿
は
心
配
し
て
、
お
医い
し
ゃ
ど
ん

者
殿
を

呼
ん
で
み
た
け
れ
ど
も
、
お
医
者
殿
の
言
う
こ
と

に
ゃ
「
ど
っ
こ
も
悪
い
と
こ
は
ね
ぇ
」
ち
て
言

う
。
長
者
殿
は
困
っ
て
し
も
う
て
、
今
度
は
占
師

を
雇
う
て
み
た
。占
師
の
言
う
こ
と
に
ゃ
あ 

、「
も

う
若
息
子
も
年
頃
じ
ゃ
。
こ
の
長
者
屋
敷
で
使
う

て
お
る
女
中
の
う
ち
に
、
好
き
な
者
が
出
来
ち
ょ

る
ご
と
あ
る
。
そ
れ
を
貰
う
て
く
れ
り
ゃ
あ
、
す

ぐ
に
治な
お

る
。
こ
れ
は
、
恋
い
患
わ
ず
ら
い
じ
ゃ
。」
そ
こ

で
長
者
殿
は
、
女
中
た
ち
を
集
め
て
、
若
息
子
の

ご
機き

嫌げ
ん

伺う
か
がい

を
し
て
貰
う
こ
と
に
し
た
。
一
の
女

中
か
ら
一
人
ひ
と
り
、
お
茶
を
持
っ
て
二
階
座
敷

に
寝
て
お
る
若
息
子
の
、
ご
機
嫌
伺
い
す
る
と

じ
ゃ
が
、
十
四
、五
人
お
る
女
中
が
、
一
人
ひ
と

り
良え

ぇ
支し
た
く度

を
し
て
、
ご
機
嫌
伺
い
し
て
み
る
と

じ
ゃ
が
、
長
者
殿
の
若
息
子
は
、
起
き
上
が
ら
ん

か
っ
た
。「
も
う
お
ら
ん
か
？
」「
半
年
ほ
ど
前
か

ら
来
た
灰
娘
よ
り
ほ
か
に
、
も
う
お
ら
ん
。」
長

者
殿
は
「
灰
娘
で
も
何
で
も
え
ぇ
か
ら
」
ち
て 

、

乙
鶴
に
若
息
子
の
ご
機
嫌
伺
い
を
す
る
よ
う
に
頼

う
だ
。
乙
鶴
は
「
私
の
よ
う
な
者
が
、
ご
機
嫌
伺

い
を
し
て
も
…
」
ち
て
言
う
て
断

こ
と
わ

っ
た
が
、「
ま
ぁ

そ
う
言
わ
ず
に
、
ご
機
嫌
伺
い
し
て
み
て
く
り

え
ぃ
」
ち
て 

言
わ
れ
て
、
乙
鶴
も
ご
機
嫌
伺
い

を
す
る
こ
と
に
し
た
。
風
呂
に
入
っ
て
、
ヘ
グ
ロ

や
灰
や
ら
落
と
し
、
山
姥
か
ら
貰
っ
た
葛
籠
カ
ゴ

の
中
か
ら
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
着
物
や
ら
帯

や
ら
、
お
化
粧
道
具
を
取
り
出
し
て
、
日
照
り
神

の
よ
う
に
な
っ
て
、
お
茶
を
持
っ
て
二
階
座
敷
に

上
が
っ
て
行
た
。
長
者
殿
の
若
息
子
は
、
ゴ
ソ
ッ

と
起
き
上
が
っ
て
、
乙
鶴
に
「
俺
の
嫁
に
な
っ
て

く
れ
」、
そ
う
言
う
て
膝ひ
ざ

を
曲
げ
て
お
願
い
を
し

た
。
長
者
殿
も
喜
う
で
、
若
息
子
と
い
っ
し
ょ
に

乙
鶴
に
お
願
い
を
し
た
。乙
鶴
の
言
う
こ
う
に
ゃ
、

「
私
の
よ
う
な
者も
ん

に
、
も
っ
た
い
な
い
お
話
じ
ゃ

け
ん
ど
、
己わ
し

ゃ
あ
里
に
残
し
て
来
た
お
父
に
、
親

孝
行
せ
に
ゃ
あ
な
ら
ん
。
こ
の
お
屋
敷
で
、
一
生

懸
命
働
い
て
、
お
金
を
蓄た

め
て
、
里
に
残
し
て
来

た
お
父
に
楽
を
さ
せ
に
ゃ
な
ら
ん
」ち
て
言
う
て
、

断
っ
た
。
長
者
殿
の
言
う
こ
と
に
ゃ
、「
今
ま
で

馬
屋
の
隅
に
住
ま
わ
せ
て
、
こ
き
使
う
た
己
を
許

し
て
く
れ
ぃ
。
早
速
、
乙
鶴
の
里
に
行
て
、
乙
鶴

の
お
父
に
、
乙
鶴
を
貰
い
に
行
こ
う
。
乙
鶴
の
お

父
に
は
、
こ
の
屋
敷
に
来
て
、
己
の
話
し
相
手
に

な
っ
て
貰
う
こ
と
に
す
る
か
ら
、
乙
鶴
は
こ
の
屋

敷
で
、
お
父
に
精
一
杯
、
親
孝
行
し
て
貰
う
。」

そ
う 

言
う
長
者
殿
と
若
息
子
は
出
向
い
て
行
て
、

乙
鶴
を
嫁
に
貰
い
受
け
、
乙
鶴
の
お
父
も
、
長
者

屋
敷
に
迎
え
ら
れ
て
、
親
子
共
ど
も
、
幸
せ
な
渡

世
を
送
っ
た
、
と
い
う
親
孝
行
娘
乙
鶴
じ
ょ
う
の

お
話
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
わ
り
）

（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

三
宅
好
久
）

話
型
＝
灰
坊
太
郎

（
７
）
ヘ
グ
ロ
＝
鍋
や
釜
に
つ
い
た
煤
の
こ
と

（
８
）
日
照
り
神
＝
太
陽
神
の
よ
う
な
美
女

椎
葉
の
民
話

「
親
孝
行
娘
乙お

と
づ
る鶴

じ
ょ
う
の

お
話
（
後
編
）」

語
り
手　

那
須
英
一
さ
ん
（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
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民謡発表会
　６月４日、村開発センターで椎葉村民謡会（黒木忠会長　
会員 28 人）主催の民謡発表会が行われました。発表会は本
村の民謡、一般民謡（村外）の２部構成。同会員は、それぞ
れ個性豊かに衣装や道具を使うなどして日頃鍛えている自慢
ののどを披露しました。
　また、三味線の演奏や民謡に合わせての踊りなど多彩な内
容で、会場を訪れた村民を楽しませていました。同民謡会は
今年９月にひえつき節日本一大会、11 月には椎葉平家まつ
り、椎葉郷土芸能の夕べなど今後いろいろな行事でもご活躍
いただきます。

梅酒姫伝説の青梅出荷
　６月５日、栗ノ尾地区にあるむらおこしグループ夢織会（中竹
直人会長　会員13名）の選果場で、青梅の出荷作業が行われま
した。村内で栽培、収穫された青梅は肉厚で香り豊かなことで
知られる品種、南高梅。同グループ会員は協力しながらそれぞ
れ持ち込んだ青梅を選別機にかけ、サイズ別に箱詰めしました。
　同日、2300kgが梅酒「姫伝説」用として㈱本坊酒造（鹿児島市）
に出荷されたほか、ＪＡや事前に購入予約した一般家庭にも届け
られました。今年は豊作だったこともあり、全体で見込まれる生
産量は十数トン。今後、同会では７月上旬から収穫する完熟梅を
使った梅干「しいば姫伝説」の加工作業が始まるとのことです。

村民チャリティーゴルフ大会
　６月９日、役場村長室で村民チャリティゴルフ大会収益金
の贈呈式が行われました。同大会は、村民の健康増進と親睦
を図ることを目的に毎年行われているもので、今年４月９日
の大会には48人が参加しました。
　贈呈式では、同大会実行委員長の橋本安美さん（上椎葉上
２）らが椎葉晃充村長に大会を通じて集められた収益金５万
円を手渡しました。この収益金は、今後村の福祉事業に活用
させていただく予定となっています。

ヤマメの稚魚放流
　６月12日、尾前川でヤマメの稚魚放流が行われました。こ
れは九州電力㈱日向電力所が主催したもので、自然環境保護
活動の一環として地元の椎葉村漁業協同組合員、尾向小（児
玉和盛校長　児童22人）を招いて実施。九州電力から事業の
取り組みやヤマメの生態などの説明が行われた後、児童の手
によってヤマメの稚魚2000匹が放流されました。
　放流体験をした同小６年、尾前駿くんは「放流を通してたく
さんの命にふれることができた。尾前川で元気に泳ぎ回ってほ
しい」と児童を代表して感想を話しました。放流されたヤマメ
は、順調にいけば夏までに約20cmほどに成長する予定です。

▲多彩な内容で会場を沸かせた民謡発表会。

▲ピークを迎え家族総出の出荷作業。

▲収益金を贈った実行委員の皆さん。

▲ヤマメの稚魚を放流した尾向小児童。

カメラ さんぽ
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▲合同で行った送水訓練。

▲集合学習で村長室を探検（見学）した児童ら。

▲貫通地点で喜び合う地元住民や関係者。

▲リズム遊びを楽しむ参加者。

移動消防学校
　６月13日、村総合グラウンドで村消防団主催の移動消防学
校が行われました。同学校には村内各地の消防団員200人が
参加。県消防学校から迎えた教官の指導のもと、小型ポンプ
や積載車の操法などを学びました。
　また、参加した全部の消防団合同による送水訓練を実施。
総合グラウンドから村体育館駐車場までの目標地点を３ルー
トに分け、各部が連携しながらホースを延長しました。それ
ぞれの役割分担のもと、ルートごとに異なる距離や高低差に
おいて、ホースの本数や小型ポンプの気圧レベルなどを確認。
今後、山林火災などで応用できる素晴らしい合同訓練となり
ました。

集合学習で役場を探検
　６月15日、村内各小学校の児童を一緒に集めて学習させる
集合学習が上椎葉で行われました。今回は２年生による生活
科の学習「町たんけん」。これは、地域の施設や各事業所の
探検（ひと・もの・こと）を通して、村について深く理解す
るとともに郷土を愛する心を育てる目的で計画されました。
　役場庁舎内には６人の児童が訪れ、施設見学や役場が行う
仕事の内容について学習しました。日頃は少人数で学んでい
る児童も、この日は多くの同級生と一緒に生き生きとした表
情で村職員にいろいろな質問をしていました。

岩屋戸トンネル貫通
　６月20日、県が整備を進める国道３２７号岩屋戸バイパス
で、岩屋戸トンネル（仮称）の貫通式が行われました。同ト
ンネルは延長467ｍ、幅員8.5ｍの２車線。椎葉〜諸塚間を結
ぶ重要な道路として早期開通が期待されています。
　トンネル内部で行われた式典には工事関係者のほか地元住民も
招待され、貫通発破の後、参加した約80人による通り抜けや鏡開き
を行うなどして貫通を喜び合いました。同路線の未改良区間は、今
年度以降も橋梁やトンネル工事が着工される予定で、利便性はも
ちろん災害に強く安全な道路を目指して整備が進められています。

すくすく子育て学級
　６月23日、保健センター「すこやか館」ですくすく子育て
学級が行われました。今回は、白浜学園（日向市）から４人
の講師を招いての「リズム遊び」。村内の０〜３歳児とその
保護者25人が参加しました。
　始めに１人ずつタンバリンを使ったあいさつをした後、音
楽に合わせてのふれあい遊びや絵本の読み聞かせ、様々な素
材を使った遊びなど子どもたちの集中力や想像力を育てるプ
ログラムを体験。子どもたちは表情豊かに保護者や友だちと
のふれあいを楽しんでいました。また、同学級では尾前地区
婦人会による子育てボランティアも参加。訪れた皆さんは安
心して参加することができたようです。

春夏秋冬　まるごと椎葉
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お 知 ら せ

30分から３時30分まで
②予約制とする
■対象者
①精神保健に関する問題を有する

一般住民
②精神保健・医療・福祉に関する

問題を有する障害者本人及び家
族

③その他相談・指導に係わる関係
者

■内容
①思春期問題・引きこもり・うつ

状態など心の病気に関すること
②アルコール・薬物等嗜癖問題に

関すること
③障害者の保健・医療・福祉に関

すること
■スタッフ
①精神科医師
②保健師
■費用　無料
■予約申込先
宮崎県日向保健所
地域保健課保健指導係
☎０９８２−５２−５１０１

募　　集
「花とみどりのみやざき 

　づくりコンクール」
　県民の花を愛する心を育て、
人々の心に安らぎを与えるような
花を使ったまちづくりの素晴らし
さを宮崎県全体に広げていくこと
を目的に、今年も「花とみどりの
みやざきづくりコンクール」を実
施します。花を愛する皆様からの
たくさんの応募をお待ちしていま
す。
■募集部門
　「市町村・団体・個人・企業」
の４部門に分かれた一般装飾部門
とストリート部門です。
■応募資格
　県内にお住まいの方、または県

内に所在する団体・企業ならどな
たでも応募できます。特に団体部
門には今回より学校関係者も応募
できるようになっています。ただ
し、専門の事業者の方が営利目的
で行う花の装飾や庭づくりについ
てはご遠慮ください。
■応募方法
　市町村役場や園芸店などに置い
ている所定の応募用紙に写真を添
えて、各市町村の「花とみどりの
まちづくり担当課」に提出してく
ださい。
■応募締切
　平成18年７月31日（月）
■問い合わせ先
　宮崎県観光・リゾート課
　☎０９８５−２６−７１０４
　役場企画観光課
　☎６７−３２０３

「道の駅とうごう夏祭り」
　第６回道の駅とうごう夏祭りが開催されます。イベント広場を中心
に和太鼓演奏や盆踊りなど楽しいプログラムが組まれています。また、
カヌー教室も開催されますので、ご家族、ご近所お誘い合わせの上、
ぜひお越しください。
■日時　８月12日（土）
①カヌー教室	 ９：00 〜・13：00 〜
②夏祭り	 17：00 〜
③花火大会	 21：00 〜
■会場　道の駅とうごう
　　　　（イベント広場）
■問い合わせ先
　東郷町地域自治センター
　地域振興課☎６９−２１１１

　日向東臼杵南部圏域情報

放送大学（教養学部）平成
18年度第２学期学生募集

　放送大学はテレビとラジオで授
業を行う、国が設置した正規の大
学です。

【募集期間】
平成18年６月15日（木）〜平成18
年８月15日（火）

【募集学生】
■全科履修生（卒業を目指す学生）
■選科履修生（１年間在学する学生）
■科目履修生（半年間在学する学生）

【問い合わせ先】
放送大学宮崎学習センター
☎０９８２−５３−１９８３
放送大学ホームページ
http://www.u-air.ac.jp/hp

自衛官募集について
募 集 種 目 資　格 受付期間 １次試験

一般曹候学生（男女） 18歳〜 24歳未満
平成18年

８／１（火）〜
９／８（金）　

９／ 16（土）
曹候補士（男女） 18歳〜 27歳未満 ９／ 16（土）
２等陸・海・空士（男女）18歳〜 27歳未満 ９／ 18（月）
航空学生（男女） 18歳〜 21歳未満 ９／ 23（土）
■問い合わせ先　自衛隊日向募集事務所　☎５２−６９１４
　　　　　　　　椎葉村役場総務課　☎６７−３２０１
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Shiiba Information

お知らせ
7月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●広報Eメールアドレス
tadataka@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内の動き　●6月1日現在
　男　　1,702人（−6）
　女　　1,713人（−2）
　計　　3,415人（−8）
世帯数　1,275戸（−1）

７月の納税について
　７月は、固定資産税（２期）と
国民健康保険税（２期）の納税月
です。期限内（７月31日）までに
納付していただきますようお願い
します。
■問い合わせ先
　役場税務住民課
　☎６７−３２０５

行政相談の開催について
　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんな
ことでもけっこうですので、気軽
にご相談ください。
■日時　８月８日（火）
　　　　10時〜 15時
　　　　※毎月第２火曜日
■場所　椎葉村高齢者センター

ご家庭のパソコンは
大丈夫ですか？

　フィルタリングソフト等を活用
して青少年に有害な情報をシャッ
トアウト！
　インターネットは、私達の生活
にとって必要不可欠なツールです

が、その一方で、アダルトサイト、
出会い系サイト、犯罪を助長する
ようなサイトなど青少年に有害な
情報が数多く存在しています。最
近ではこれら有害な情報がきっか
けとなって発生した重大事件も増
加しており、青少年が加害者・被
害者となるケースも少なくありま
せん。
　県では、この度「宮崎県におけ
る青少年の健全な育成に関する条
例」を改正し、各家庭、学校、公
共施設、インターネットカフェ等、
インターネットを利用できる環境
にある端末には、フィルタリング
ソフト等を導入して、青少年に有
害な情報を、閲覧、視聴させない
よう努めなければならないと規定
しました。
※無償有償のフィルタリングソフ
トについての情報は以下のサイト
で情報が提供されています。
㈶インターネット協会　フィルタ
リング情報ページ
http://www.iajapan.org/rating/
■問い合わせ先
　宮崎県地域生活部青少年男女参

画課　青少年対策担当
　☎０９８５−２６−７０４１

所得税予定納税第一期
分の納期は７月31日まで

　平成18年分の所得税の予定納
税第一期分の納期限は、７月31
日（月）となっています。予定納
税が必要な方には、税務署から６
月中旬に、「予定納税額の通知書」
をお送りしていますから、通知書
に記載された第一期分の金額を期
限内に納付してください。
　なお、この予定納税は、前年分
の所得税額を基に計算してありま
すが、事業等を廃業したり災害で
財産に損害を受けたりしたため、
本年分の納税額が前年分より減少
すると見込まれる方は、７月18日

（火）までに予定納税の減額の承
認の申請をすることができます。
　予定納税や減額承認申請のこと
でお分かりにならないことがあり
ましたら、税務署にお気軽にお尋
ねください。
■問い合わせ先
　延岡税務署　個人課税部門 
　☎０９８２−３２−３３０３

インターネットによる雨量
及び河川水位の情報提供

■提供内容
　県が管理する雨量及び河川水位
の速報値
雨　　量	 １２６箇所
河川水位	 １０８箇所
■利用方法
　インターネットを利用すること
で、いつでもリアルタイムの情報
が得られます。豪雨や台風時の防
災情報としてご利用ください。
■アクセス方法

「宮崎県の雨量・水位観測情報」
アドレス
http://kasen.pref.miyazaki.jp
※宮崎県庁ホ−ムページの「宮崎
県防災・危機管理情報」の「気象
等に関する情報（リンク）」から
もアクセスできます。

精神保健福祉相談（こころの
健康相談）の実施について

　精神障害者やその家族及び地域
住民を対象に医療や精神保健福祉
に関する相談を実施することによ
り、心の健康の保持増進、精神科
疾患の予防や早期発見並びに精神
障害者の社会復帰・社会参加の促
進を図ります。
■実施主体及び場所
　宮崎県日向保健所（日向市）
■開設日
①平成18年７月・８月・９月・10

月（毎月第３火曜日）午後１時

お 知 ら せ
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第５回
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BOOK  CORNER
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の
巫
女
鈴
に
舞
ふ
椎
の
花

中
瀬　
　

汀

田
並
び
に
家
々
灯
り
河
鹿
鳴
く

〃

梅
雨
川
の
水
の
濁
り
は
い
つ
清
ら

椎
葉
シ
ヅ
子

緑
陰
の
一
刻
地
図
を
見
入
る
旅

那
須　
　

正

夕
立
来
る
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
な
降
り

黒
木
八
重
子

ま
だ
山
は
冷
た
き
風
に
田
を
返
す

稲
垣　

幸
男

遠
蛙
か
ら
鳴
き
止
ん
で
客
が
来
る

戸
辺　

好
郎

梅
雨
寒
を
登
校
の
子
等
は
つ
ら
つ
と

山
本　

和
枝

夕
暮
れ
は
蛍
飛
び
交
う
畦
田
道

那
須　

瑞
穂

蓬
餅
街
に
嫁
ぎ
し
娘
を
想
ふ

椎
葉
ツ
ユ
子

鴉
の
子
親
を
離
れ
て
杉
木
立

山
茶　

之
実

俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ

送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

編
集
後
記

▼
５
月
末
に
右
手
の
指
を
骨
折
。
つ
き
指
と
勘
違
い

し
て
無
理
を
し
た
の
が
大
失
敗
で
し
た
。
利
き
手
な

の
で
食
事
や
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
す

る
の
も
一
苦
労
。
指
一
本
使
え
な
い
だ
け
で
何
と
不

自
由
な
こ
と
か
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
▼
村
立
病
院

の
整
形
外
科
と
し
て
着
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
井
ノ
口

先
生
に
、
骨
を
固
定
す
る
た
め
の
手
術
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。現
在
は
痛
み
も
な
く
順
調
に
回
復
中
。

私
が
言
う
の
も
何
で
す
が
痛
み
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
イ

ラ
ブ
（
井
ノ
口
）
先
生
に
ご
相
談
を
。（
正
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

｢

み
ん
な
の
声｣

を

　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
の
椎
葉
へ
の
想

い
、｢

広
報
し
い
ば｣

の
感
想
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ペ
ン
ネ
ー
ム

や
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
の
投
稿
も
受
け
付
け
ま
す
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
企
画
観
光
課　

｢

広
報
し
い
ば｣

係

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可 

０
９
８
２

−

６
７

−

２
８
２
５
）

九
大
演
習
林
内
（
大
河
内
）
に
あ
る

「
御ご

し
ん神

の
滝
」。
落
差
30
ｍ
か
ら
の
豊

富
な
水
量
と
広
い
滝
壺
は
迫
力
満
点
。

し
か
し
、
林
内
に
入
る
に
は
同
演
習

林
の
許
可
が
必
要
で
す
。
見
学
を
希

望
さ
れ
る
方
は
「
大
河
内
森
林
ガ
イ

ド
の
会
」（
☎
０
９
８
３

−

４
１

−

８
４
３
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

今月の表紙  Cover Message

　

村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工

事
に
伴
い
、
現
在
、
図
書
室

が
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
村
開
発

セ
ン
タ
ー
２
階
和
室
の
一
角
を

臨
時
の
図
書
室
と
し
て
開
放
し

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
従
来
ど
お
り
図
書
や

ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
教
育
委

員
会
（
☎
６
７

−

２
８
５
０
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

村
開
発
セ
ン
タ
ー

図
書
室
の
変
更
に

つ
い
て
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村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
商
品
紹
介

お
す
す
め
の
一
品

■
価
格
と
内
容

「
平
家
本
陣
セ
ッ
ト
」　

３
３
０
０
円

（
ひ
え
つ
き
浪
漫
・
平
家
ろ
ー
ま
ん
・
く
さ
ぎ
な
め
し
の
素
・
椎

葉
自
然
水
・
竹
の
子
キ
ム
チ
・
柚
子
み
そ
・
柚
子
双
子
・
焼
き
も
ち
・

梅
干
し
い
ば
姫
伝
説
・
椎
葉
山
茶
） 

「
ふ
る
さ
と
涼
風
セ
ッ
ト
」　

２
３
０
０
円
（
ク
ー
ル
便

代
含
む
）

（
生
そ
ば
２
人
前
つ
ゆ
付
き
・
菜
豆
腐
・
盛
田
屋
ゆ
き
肌
豆
腐
・

季
節
の
野
菜
３
点
）

　

今
年
の
夏
、
椎
葉
で
作
ら
れ
た
美
味
し
い
贈
り
物
を

企
画
し
ま
し
た
。
お
中
元
と
し
て
も
最
適
で
、
日
頃
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
方
や
遠
く
の
親
戚
の
方
な
ど
に
椎

葉
の
ふ
る
さ
と
の
味
を
届
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
予
約
受
付
期
間

７
月
１
日（
土
）〜
７
月
31
日（
月
）

※
発
送
開
始
は
８
月
５
日（
土
）〜
の
予
定

■
問
い
合
わ
せ
・
販
売
先

椎
葉
村
物
産
セ
ン
タ
ー
「
平
家
本
陣
」

　
（
☎
０
９
８
２

−

６
７

−

３
１
３
９
）

　
（
ＦＡＸ
０
９
８
２

−

６
７

−

３
１
４
４
）

平家本陣セット

　ツバキ科ナツツバキ属の落葉高木。７月の椎葉の
山は木々の葉の展開が終わり、緑が濃くなって林内
は暗くなります。標高1000m以上の山道では、足下
に径７〜８cm程の白い椿の花が落ち、傍らに紫褐
色と灰色の斑模様をした独特の樹皮を持つ木を見か
けます。これがナツツバキ、別名をシャラノキとい
い、本村ではサルスベリと呼んでいます。和名の意
は「夏に咲く椿」であり、シャラノキは「沙羅木」
と表し、インドの仏樹「沙羅」と間違って付けられ
た名前とか。方言サルスベリは「猿滑り」で、樹皮
がツルツルのため猿が滑り落ちるという見立てから
来ているのでしょう。樹高15ｍ、直径50cmに達し、
花後には５裂する蒴

さく

果
か

が裂開して秋に種子を散布し
ます。本州の東北以南から鹿児島県高隈山までの冷
温帯林に生育します。花が美しいので日本庭園や茶
庭に好んで植栽され、幹は皮付きのまま床柱に使わ
れます。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）

Face in　July
於久　幸伸さん （27歳：旧岩屋戸）

勤　務　先：㈲松於組
趣　　　味：ツチノコ探し
好きな食べ物：フタについたアイス
　　　　　（なぜか甘く感じる）
好 き な 物：バファリンの半分

（優しさで出来ているから）

椎葉に帰ってきて７年経ちま
すが、いっこうにツチノコが
見つかりません（ツチノコ号
はよく見かけますが…）。
一緒に探してくれる人募集中
です。見かけたらぜひ声を掛
けてください。

ナツツバキ
45

未来にはばたけ！

那須　七
な な み

海　ちゃん
（雨木）

平成16年８月５日生まれ
おとうさん：広明さん
おかあさん：寿美代さん

三姉妹の末っ子ですが、とてもワンパクな
七海ちゃんです。これからも元気に香奈子
姉ちゃん、千夏姉ちゃんと仲良く遊んでね！

那須　仙
せんいち

一　ちゃん
（佐礼住宅）

平成16年７月５日生まれ
おとうさん：建さん
おかあさん：尚美さん

ボウケンジャー仙くん。強く、
たくましく、かっこよくなって
ね！

ふるさと涼風セット

（ＨＰ開設中）http://hp26.0zero.jp/532/yukinobu/
※携帯からでもＯＫですのでぜひアクセスしてみてください！


